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日本人肺MAC症患者由来株と韓国人肺MAC症由来株の遺伝子的特徴の違い
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【目的】日本において Mycobacterium avium 感染症が増加傾向にある。M. avium
感染症は免疫不全患者への日和見感染が知られているが、近年、中高年女性にお
いて肺 Mycobacterium avium complex(MAC)症が増加している。これらの要因が宿
主側あるいは菌側に由来するのか、いまだ解明されていない。韓国でも MAC 症は
増加傾向にあるが、M.avium の割合が少ない。このことから、何故、日本で M.avium
の増加が大きいのか、日本で増加している M.avium の特徴を究明するため、本研
究では韓国人肺MAC症由来株を用い、国別のM. aviumの遺伝子的特徴を検討した。 
【方法】菌株は韓国人肺 MAC 症由来株(n=119)、日本人肺 MAC 症由来株(n=76)を用
い、VNTR 型別解析を行った。また、新規挿入配列 ISMav61）の保有状況を比較した。 
【結果・考察】VNTR 型別解析により、クラスター形成を比較、検討した結果、完
全ではないが日本人肺 MAC 症由来株が多いクラスターと韓国人肺 MAC 症由来株が
多いクラスターが確認された。また、近年、報告された新規挿入配列 ISMav6 の保
有状況を比較したところ、日本人肺 MAC 症由来株と韓国人肺 MAC 症由来株では有
意な差はみられなかった。(日本人肺 MAC 症:75.0%, 韓国人肺 MAC 症:62.2% , 
p<0.063)しかし、感染宿主からのインターフェロンγの誘導に関与している遺伝
子 cfp29 の Shine-Dalgarno 配列に ISMav6 が挿入されている菌株については、固
有のクラスターを形成し、日本人由来株が有意に多く保有していることがわかっ
た(日本人肺 MAC 症:38.2%, 韓国人肺 MAC 症:10.1%,  p＜0.0001)。これらのこと
から、日本、韓国において蔓延している M.avium が遺伝子的に異なる可能性が考
えられた。今後、他の国の M.avium の型別解析や病原因子の遺伝子解析を行うこ
とにより、肺 MAC 症の病態や増加原因の解明を目指していきたい。 


